
 

H26年度の主な取組計画 H25年度までの主な取組状況 

東日本大震災津波からの復興に向けた県北広域振興局の取組 
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【防災のまちづくり】 
■ 土木施設等の復旧 

  ・土木関係施設〔道路、港湾施設等〕（86.2％）、林野関係施設〔治山施設、防潮堤等〕（85.7％）   

■ 防災啓発セミナーの開催 
・小中学校での津波防災出前講座（H24～25：33回）、高校での防災リーダーセミナー（H24～25：10 回） 

【交通ネットワーク】 
 ■ 復興道路等の整備 
  ・本波大橋（H24供用開始）、国道 281号案内工区（H25着工）、野田山形線大葛の 2 工区（H25 供用開始） 

■ まちづくり連携道路の整備 
 ・野田山形線野田工区（H24着工）、安家玉川線下安家工区（H25 着工） 

【災害廃棄物】 
■ 災害廃棄物の処理 
 ・洋野町（20 千ｔ）、久慈市（90 千ｔ）、野田村（167 千ｔ）、普代村（14 千ｔ）の処理完了 

【住宅】 
 ■ 県営災害公営住宅の建設 
  ・野田村の門前小路第１団地〔8戸〕の完成（H24）、第 2団地〔18戸〕の完成（H25） 

【被災者相談支援】 
 ■ 被災者相談支援センターの運営等 
  ・センターでの相談、専門家の出張相談、被災者相談支援連絡会の開催、支援者向けセミナーの開催 

【復興の情報発信】 
■ 地域住民等に対する復興の情報発信 
・「北いわて復興最前線」を県北管内の全世帯に配布（44,767 部）、ソーシャルメディアの活用 

【農林水産業】 
■ 生産基盤等の復旧 
 ・漁港（96％）、魚市場（100％）、漁場（100％）、漁船（97％）、定置網（90％）、製氷貯氷施設（100％）  

養殖施設（73％）、サケ･マス親魚捕獲施設（100％）、ふ化場（50％、普代･田野畑漁協の共同ふ化場も整備済） 

■ 水産物の復旧 
 ・養殖ワカメ（67％）、養殖コンブ（109％）、養殖ホタテ（25％）、サケ稚魚（82％）、ウニ種苗（88％） 

アワビ種苗（H25年度 4万個） 

 ■ 被災農地等の効率的利用の促進等 
 ・宇部川地区のほ場整備事業に係る換地及び測量・設計、野田地区の農地海岸防潮堤建設工事の施工 

 ■ 福島原発事故の影響による風評被害対策等 
  ・東電に対する損害賠償請求の支援、風評被害に係る農林水産物の安全性ＰＲ及び販売促進活動 

【商工業】 
 ■ 被災地事業所の再開支援と雇用の確保 
  ・グループ補助金等による事業再開支援（全面再開 80％、一部再開 12％、休業中 2％、廃業 6％） 
  ・雇用対策基金事業による雇用の創出（H24実績 667人［うち新規 587人］、H25 見込 374人［うち新規 299人］） 

【観光】                              
 ■ 着地型観光の展開 
  ・「あまちゃん」の放送を契機とした北三陸地域への観光ＰＲ及び受入体制強化の支援 

  ・首都圏等での観光イベントにおける三陸・県北地域への観光ＰＲやモニターツアーの実施 

【防災のまちづくり】 
 ■ 防潮堤の復旧・整備 
  ・八木地区海岸（H26年 3月着工）、久慈川（H26年 3月着工）、夏井川（H26年 3月着工）、久慈港海岸諏訪下、

久喜漁港海岸、広内地区海岸、米田地区海岸、野田地区海岸、前浜地区防潮堤の工事推進 

 ■ 防災啓発セミナーの開催 
・小中学校等での津波防災出前講座（11回）、高校での防災リーダーセミナー（約 6～7回） 

【交通ネットワーク】 
■ 復興道路等の整備 
 ・角ﾉ浜玉川線〔用地補償調査中〕、野田長内線〔着工時期検討中〕、野田山形線野田の 2工区〔用地交渉中〕の着工  
 ・国道 281号案内工区のトンネル本体の工事着工（5/29安全祈願祭） 

■ まちづくり連携道路の整備 
  ・八木港線〔事業調整中〕の着工 

  ・野田山形線野田工区、安家玉川線下安家工区の工事推進 

【被災者相談支援】 
 ■ 被災者相談支援センターの運営等 
  ・専門家による出張相談等の継続実施、住まいの復興給付金等に関する支援者向けセミナー等の開催 

【健康支援】 
 ■ 被災住民のこころと体の健康支援 
  ・被災者の家庭訪問支援、こころのケア、栄養改善教室の開催、個別訪問栄養相談 

【復興の情報発信】 
■ 地域住民等に対する復興の情報発信 
・「北いわて復興最前線」の全世帯配布、住民等に対する復興現場の見学会、Face Book 及び You Tubeの活用  

【農林水産業】 
 ■ 生産基盤等の復旧･整備 
  ・久慈川新ふ化場の整備、久喜東地区増殖場の整備、久喜防潮堤の整備、増殖溝機能回復（7箇所） 

  ・水産基盤整備長期計画（H26～30）の策定と漁港基盤整備の促進 

 ■ 水産物の復旧 
  ・養殖ホタテ（46％、H27→100％）、サケ稚魚（94％）、ウニ種苗（100％）、アワビ種苗（150万個） 

 ■ 水産物生産体制と流通加工体制の強化 
  ・地域再生営漁計画の実行支援（2 漁協）と策定支援（6漁協）、高度衛生管理計画策定市町の支援 

 ■ 被災農地等の効率的利用の促進等 
  ・宇部川地区のほ場整備事業工事の着工、野田地区の農地海岸防潮堤建設工事の年度内完了 

【商工業】 
 ■ 被災地事業所の経営支援と雇用の確保 
  ・水産加工業者へのカイゼン指導、企業訪問による経営課題に応じた総合的な支援、商談会等への出展支援 

  ・雇用対策基金事業による雇用の創出（計画約 100 人） 

【観光】 
 ■ 着地型観光の展開 
  ・「あまちゃん」支援推進協議会への参画･支援、「（仮称）北三陸じぇ！し会」プロジェクトの展開 

  ・「全国ほんもの体験フォーラム」を契機とした体験型観光受入れ拡大の支援、三陸復興国立公園やみちのく
潮風トレイル、三陸ジオパーク等を活用した誘客促進 

◎ 本格復興に向けた基本方針 

  本格復興を目指す復興実施計画第２期の初年度として、防潮堤や復興支援道路等の基盤整備、防災意識の啓発、復興まちづくり、住宅再建支援、水産業をはじめとした地域産業の再生などの諸事業を推進します。 

また、地域住民の皆さまが、復興の着実な進展を実感いただけるよう、事業の節目等を捉えて、情報発信を行います。 

資料２ 


